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1.はじめに 

 淀川では，水陸移行帯を創生するために河川敷の切り下げや

ワンド・たまりの整備，イタセンパラの再生，外来種駆除等自

然再生事業に取り組んでおりワンドの再生が続けられている
1)．淀川は河口より 9.8km に淀川大堰があり，大堰より上流の

基準地点である枚方（26.0km）まで背水の影響を受けている．
このため，出水時の水位変動が小さい湛水域、枚方より上流は

出水時の水位変動が大きい非湛水域となっている．本研究で

は，淀川の非湛水域かつ水陸移行帯に位置する樋之上ワンドに

おいて，豊かな魚類相が形成されていた 1970 年代以前のワン

ド・たまり環境が再現されている可能性および，それらの類似

点を明らかにするため生物の生息状況を調査した．  
本報告の対象である樋之上ワンド（図 1）は，淀川河口から

31.4km 上流に整備されたワンドである．このワンドにおける

2022 年の冠水日数は 68 日間（図 2）である．冠水による土砂
堆積が進行しており，出水期は水域が維持されているが，非出

水期にはワンドの大部分が干上がる一時的水域となっている

（図 3）． 
 

2.生物生息調査 
 2022 年 8 月 1 日に，淀川河口から 31.4km上流に整備され

た樋之上ワンドを対象とした魚類・二枚貝調査を行った．魚類

は地引網を用いてワンド全域を曳網し，二枚貝は 1m×1m のコ

ドラートを 9箇所設定して調査した．採捕された魚類・二枚貝
は体長（殻長）および個体数を計測した． 
 
3.ワンド周辺の流れの解析 
 樋之上ワンドとその周辺の流れを把握するため，平面二次元

流況解析（iRIC Nays2DHを援用）を行った．この計算の条件

は表 1 の通りである．なお，河道断面，マニングの粗度係数，

河床勾配，河床材料，植生高さ，地形データは国土交通省淀川

河川事務所からの提供資料 2）より設定した．さらに外力とし
ては，淀川の平均年最大流量規模相当である平成 30 年 9 月台
風 24 号出水（ピーク時流量 2700ｍ³/s）における枚方地点の流
量を上流端に，下流端には枚方の観測水位を与えた． 
 
 
 

図 1.樋之上ワンドの位置図 

表 1.計算条件 

図 2.淀川位況(2022 年) 
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4.結果と考察 
地引網を用いた魚類調査では，合計 3,542個体（4科 12属 13

種）の魚類が採捕された．採捕された魚類の割合を表 2に示す．
フナ類が最も多く全体の 53.5％で，ニゴイ類が 40.0％であった．
他には，近年淀川で確認されることが稀であるドジョウ，ナマ

ズ，ドンコが採捕された．一方で，オオクチバス等の外来魚は

全体の 2.3％しか確認されなかった．コドラートによる二枚貝

調査では，合計 13個体（1科3属 3種）の二枚貝類が採捕され
た．これらのうち，オグラヌマガイが最も多く 9個体採捕され
た．他には，イシガイが 3個体，ササノハガイが 1個体採捕さ
れた．また，これらは，オグラヌマガイ 1個体を除いて全てワ
ンド中央に設定したコドラートで確認された．また，平面二次

元流況解析結果から出水ピーク時における樋之上ワンドとそ

の周辺の流れを図 4に示す．図 4より，平均年最大流量規模の
出水では樋之上ワンド周辺の淀川本川の側岸付近の流速は最

大で 1m/s程度となっているが，樋之上ワンド内はほとんど流れ
がないことが確認された． 
以上より，本ワンドは，春～秋期にかけて水域が出現し，冠

水によって淀川本川の側岸を生息する魚類の洪水時の待避所

としての機能や，春期の産卵場としての機能等といった複合的

な機能を有していると考えられる．また，水域が消失する時期

もあることから，外来魚の継続的な生息環境は維持できないこ

とも特徴の一つである．淀川の在来魚類にとって好適な環境が

確保されている可能性があり，さらに淀川水系固有種であり環

境省レッドリスト絶滅危惧ⅠB類，大阪府レッドリスト絶滅危惧

Ⅰ類に指定されているオグラヌマガイが優先している希少な水

域であることとどのような関係があるのかを今後追跡，分析す

る必要がある．しかし，樋之上ワンドは堆積傾向にあり，本流

との連続性の低下や今後ワンドそのものが消失する危険性が

あることが推察される． 
 

5.今後の展望 
今後は，数値解析を用いて魚類相が豊かであった 1970 年代

のワンドと現況のワンドの水理量，冠水頻度，物理環境を比較

しワンドの魚類相が豊かになる条件を検討する． 
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図 3.樋之上ワンドの景観 

表 2.樋之上ワンドの魚類相 
種名 平均体長(mm) 最小体長(mm) 最大体長(mm) 個体数 割合(%)

フナ類 35.42 15.03 64.19 1895 53.50

ニゴイ類 46.37 23.92 66.31 1418 40.03

コイ 60.75 30.00 95.09 95 2.68

モツゴ 40.90 27.89 55.67 38 1.07

カネヒラ 58.91 57.72 61.09 7 0.20

タモロコ 48.97 48.70 49.24 2 0.06

オイカワ 44.14 40.07 50.74 3 0.08

ハス 59.37 59.37 59.37 1 0.03

ドジョウ 98.29 98.29 98.29 1 0.03

ナマズ 73.30 73.30 73.30 1 0.03

ドンコ 29.19 29.19 29.19 1 0.03

オオクチバス 62.49 31.37 143.68 76 2.15

ブルーギル 27.42 24.93 29.72 4 0.11

図 4.樋之上ワンドとその周辺の流れ 
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